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10:00　開会
出席委員4名、欠席1名、会期1日
挨拶
【産業振興部所管事務調査】

産業振興部⻑ 挨拶及び概要説明
議事1　所管事務調査について

(1)　第7次別海町総合計画　第2次実施計画の内容について
農政課⻑ （農政課分）令和2年度⼀般会計予算資料により説明。

・P13　産業祭について　　根室管内の各イベント注視。関係団体と協議
　し実⾏委員会で開催の可否を決定したい。
・下段、担い手プロジェクト事業について　　新規就農者を確保するため
　最も有効な手段である東京・大阪で開催される「新農業人フェア」への
　出店も、新型コロナウイルスの影響で縮⼩傾向にあることから、酪農研修
　牧場の研修生の確保に影響が出ることが予想される。

個人面談できない分については、SNSで情報発信するなど工夫を
　こらしながら研修生の確保に努めたい。
・その他の基盤整備事業等については、コロナによる資材の流通や休業の
　影響で進捗が遅れることが予想されるが、概ね計画どおりに完了予定。

産業振興部次⻑ （⽔産みどり課分）令和2年度⼀般会計予算資料により説明。
・P17漁業後継者就業支援事業　　漁業研修所から受け入れ中止の
　連絡あり。違う形で研修できないか漁協と協議中。
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令和2年第5回産業建設常任委員会　要点記録

開閉会日時 令和2年5⽉20日（⽔曜日) 会議場所 委員会室２・3
開会 9:59
閉会 11:27
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令和2年第5回産業建設常任委員会　要点記録
・P19⽔産物流通等基盤強化等対策事業　　　漁協⼥性部や⻘年
　部の⽔産物のPR活動や植樹活動等の補助。今年度は町内外の
　活動が未定。事業の縮⼩も漁協と協議中。
・改修事業は資材の流通等の影響はあるかと思うが、早期発注に努
　めるなど今年度中の完成を目指す。

商工観光課主幹 （商工観光課分）令和2年度⼀般会計予算資料により説明。
・P19スポーツ合宿受入協議会補助事業　　　例年６⽉上旬から合宿が
　始まるが、すでに合宿のキャンセルが相次ぎ７⽉も不透明な状況である。
・賑わい商店街創造事業　　　　商工会等の夏祭りなどのイベントに補助。
　本年度はコロナ対策事業として町の振興を図る者に対し補助内容を
　拡充することとして、5/19日時点で５件申請、１件申請予定。
　補助率を1/2から2/3に引き上げ、補助上限額を20万円から80万円
　に引き上げる拡充。
・P20中⼩企業担い手育成事業　　　　別海高校生を対象とした大学
　視察研修事業、地元企業との懇談会、町内事業者の研修補助。
　大学視察研修は、札幌及び札幌近郊で例年８⽉上旬に⾏われて
　いるが、今年はオープンキャンパスや施設⾒学が中止。
　地元企業との懇談会も例年７⽉に⾏われているが、コロナで７⽉
　開催は厳しいので、開催時期を変更予定。

商工観光課主幹 ・P20地域おこし協⼒隊推進事業　　　　コロナで研修会の中止、都市間
　移動制限による旅費執⾏に影響。新規募集の面接等ができないので
　実施時期を検討。研修会は５⽉の初任者研修を中止。
・えびまつり開催事業　　　　4/15実⾏委員会で中止決定。
・⻄別川あきあじまつり開催事業　　　本年度開催を検討中。

　質疑
委員 ・産業祭の開催、中止の決断はいつ。
農政課⻑ ・当初７⽉中の決定だったが、全道的な秋のイベントの状況を⾒ながら

　６⽉の早い段階で決定したい。
・各種⾏事が協議によって中止になっているが、このことが今後予定して
　いる事業や⾏事等について、これを提起に議論していくことが重要と
　考えるが。

産業振興部⻑ ・今年のイベントは現状では開催は厳しい。経済は冷え込んでいるので
　各種対策を⽴てていかないとならない。事業の規模も検討が必要
　と思われるので関係者と相談しながら進めていきたい。

委員 ・P19⽔産物流通基盤事業に関するコロナ関連で両漁協や⽔産加工
　業者などから相談はないのか。

産業振興部次⻑ ・漁協の⼥性部や⻘年部の活動でに対する補助⾦。⽔産業に対する
　加工などについては後で説明する。

(2)　バイオガス関連施設について
農政課主査 別海バイオガス発電(株)の令和元年度稼働状況を資料により説明。

・変更計画値の誤り訂正　→　ガス発生量と年間発電量
・原料受入　対計画割合78％　　　産廃処理量　対計画割合84％
　消化液販売　68,251t　　　敷料　15⼾　9,422m3
　年間発電量　対計画割合98％　売電収入　268,363千円
　スラリーや堆肥の受け入れは目標値に至らなかったが、副資材の
　受け入れが増えたことでガス発生量や売電量が概ね計画値になった。
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令和2年第5回産業建設常任委員会　要点記録
質疑

委員 ・原料受入が78％だが、このぐらいの受け入れでやっていけるのか。
農政課主査 ・スラリーや堆肥は目標値に達していないが、ガス発生率の高い副資材

　の受け入れで高い数値になっている。安定的な受け入れを⾏っていく。
・6⽉の株主総会で経営状況が示されるので報告を受けたい。

農政課⻑ ・中⻄別資源循環センター　　　　別海バイオ(株)や利⽤農家と協議を
　進めた。施設は将来的に廃止することで合意した。　利⽤農家の
　ふん尿は国営かんぱい排⽔事業での施設整備か、堆肥農家として
　個別処理するかを決定したので、今後開発建設部や農協と協議する。
　廃止までは利⽤農家が困らないように最低限の維持補修をし、
　廃止年や廃止後の施設の在り⽅は内部で検討する。

議事2　その他について
(1)　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う各産業等の状況について

農政課⻑ （農政課分）
・酪農工場は学校給⾷や福祉⽜乳の停止で大きな損害が⾒込まれる。
・乳加工施設、農漁村加工体験施設は今⽉いっぱい閉館のため
　減収が⾒込まれる。　⽜乳・乳製品の消費拡大対策でギフトセットの
　送料無料キャンペーン、関係機関実施の乳製品無償配布の取組み
　で売り上げをカバーしている。余った生乳はアイスクリームやチーズなど
　保存製品に振り分けている。研修牧場に影響は出ていないが、6⽉
　以降も続けば厳しくなる。
　全国的に⽜乳、乳製品の業務⽤の需要が落ち込んでいるので、
　今後生産調整の事態が発生することが懸念される。

産業振興部次⻑ (⽔産みどり課分)
・ホタテが中国や韓国に輸出できない。国内も外⾷産業の流通がストップ。
　ホッキやあおやぎなどの⾙類も寿司屋等の流通がストップしたことで漁を
　していない。4⽉末⽔揚げは前年対⽐77％、漁獲高26億円マイナス、
　前年同⽐56％。ホタテは、前年⽐5,918t　減少、価格でも26億円
　マイナスで56％マイナス。安価だが加工業者等の協⼒で漁獲調整
　しながら漁を続けている。5⽉末まで出漁。生⾷流通は厳しいので
　冷凍庫がいっぱい。シマエビ漁や秋サケ漁にも影響があるかも知れない。
　4/30両漁協の組合⻑が町⻑に状況報告。今後の支援について
　要請があったので、町もどのような支援ができるか漁協と協議中。
　みどり林務関係では、全国的に合板等の流通が止まっているが、今の
　ところ本町には影響がない。

商工観光課主幹 （商工観光課分） 資料により説明。
・4⽉の常任委員会以降の説明。
　4/23　議会から町へ提言書。　4/24　飲⾷店等アンケート調査結果。
　4/28　料飲店組合から現状報告。　　4/30　対策事業の内部協議。
　5/1　正副議⻑・議運委員⻑・産建常任委員⻑に内容説明。
　5/1　ニュースリリース　　　5/14　臨時議会、申請受付
　5/15　緊急事態宣言の5/31まで継続。⼀部施設、飲⾷店の19時
　以降の酒類提供の⾃粛緩和。道で休業要請協⼒事業者に新たな
　支援策創設。　　　持続化補助⾦　14日〜19日　32件　745万円　
　概ね7日前後で補助⾦を交付する。

委員⻑

委員⻑ 9番 今⻄

1番 宮越
委員⻑ 9番
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令和2年第5回産業建設常任委員会　要点記録
質疑

委員 ・両漁協からの要請に対する回答はいつごろか。
産業振興部次⻑ ・具体的な政策の要望はなかったが、何かの対策は必要と町も思って

　いる。国の交付⾦で対応できないか漁協とメニューをつめている。
①補助申請についてスピーディーな対応をお願いしたいが。
②商工会を窓口にして⾏政も入り込むとのことだが、意思疎通の違い
　があったようだが今後に向けては。

商工観光課⻑ ①精度の高い制度設計したかったので、アンケートに時間がかかったこと
　をお詫びしたい。5/1に議会に説明したので商工会を通して情報発
　信できた。商工会の努⼒もあり14日受け付けた申請の18件は本日
　口座に振り込まれた。国の地⽅創生臨時交付⾦がこの支援事業に
　使えるのか分からないので悩ましい。困っている業種を救いたい。
　国の持続化臨時交付⾦や道の休業補償を調査しながら、次の手
　3の手を考えていきたい。
②商工会とは不具合があれば、さらなる連携を密にして⾏きたい。
・産業連関表の利⽤について説明を。

商工観光課⻑ ・商工会は商工会員のみ押さえている。別海町内に存在する中⼩企業者
　・個人事業者・⼩規模事業者で、商工会員は357件。別海町すべての
　事業者は、Ｈ28の経済センサスと産業連関表作成時の数字で、商工
　会員以外の数値をつかまえるために使った産業連関表の対象事業者は
　494件。
・補助要件　補助率1/3や売り上げ減少30％の変更もあるのか。

商工観光課⻑ ・国のＱ＆Ａでは、売り上げ減少額に上限額を設ければ、交付⾦に
　該当することが示されたので本町も該当する。
　5/15居酒屋などの飲⾷業が酒の提供ができるようになったこともあり、
　売り上げが上がるところと上がらないところがあるので、今後⾒極めて
　⾏きたい。

産業振興部⻑ ・今後の支援は、2の手、3の手と腹案はある。国、道の支援⾦がどこに
　届いているのか⾒極めながら、息の⻑い支援をして⾏く。商工会とも
　密の連携をして支援していきたい。

(2)　別海町農業委員会の委員候補の推薦・応募状況について
農政課主幹 ・委員27名の推薦があった。

・地区からの推薦〜13名　認定農業者　12名　　⼥性農業者　畠山友子
⻘年農業者　押田賢⼆ 新人　藤田浩義、中洞　薫

・団体からの推薦〜12名　認定農業者　木幡　誠以外11名
新人　　伊藤⼀吉、竹花新吉、中村繁男　

・⼀般〜認定農業者　市川義晴　　　中⽴委員　山崎　茂
・農業委員会等に関する法律で定める任命要件、認定農業者が過半数、
　利害関係を有しない、年齢性別に著しい偏りがない要件を満たしている。
・今後のスケジュールは町⻑への報告、　6⽉定例議会で議会の同意、
　7/20　農業委員会総会で任命。

質疑　　特になし。
(4)　その他について

農政課⻑ ・別海町農業農村振興計画の中間⾒直し
・別海町酪農・⾁⽤⽜生産近代化計画の⾒直し

10か年計画で中間年の⾒直しをする。今年度計画の骨格作成。

田畑

委員⻑ 9番 今⻄
田畑

1番
委員⻑ 9番 今⻄

⼩湊
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⼩野
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門脇
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田畑

委員⻑ 9番 今⻄



令和2年第5回産業建設常任委員会　要点記録
パブリックコメント後　令和3年度に計画決定後に公表。

産業振興部次⻑ ・別海町⿃獣被害防止計画の更新
今年度終了。来年に向け策定する。　本年12⽉策定、1⽉から2⽉
パブリックコメント、議会に説明。　北海道に協議・決定後に公表。

11:00　休憩
11:10　再開
【建設⽔道部所管事務調査】

建設⽔道部⻑ 挨拶及び概要説明
議事1　所管事務調査について

(1)　第7次別海町総合計画　第2次実施計画の内容について
建築住宅課⻑ （建築住宅課分）資料により説明。

・住宅・宅地の整備　　　公営住宅等整備事業
 既存住宅耐震改修補助事業

事業課⻑ （事業課分）資料により説明。
・道路・交通網の整備　　　国道・道道の整備

　　町道の整備
　　社会資本整備総合交付⾦事業
　　臨時町道整備事業

建設⽔道部次⻑ （管理課分）資料により説明。
・道路・交通網の整備　　　舗装修繕計画

上下⽔道課⻑ （上下⽔道課分）資料により説明。
・⽔道の整備　　　　　⽔道施設改修事業

　⽔道排⽔管整備事業
・下⽔道の整備　　　　特定環境保全公共下⽔道事業

　農業・漁業集落排⽔事業
　合併処理浄化槽設置整備事業
　公営企業会計の適⽤について移⾏の検討

質疑
委員 ・工事の発注状況は。
建設⽔道部次⻑ ・5⽉1回目までは発注済み。6⽉1回目の発注情報を集約したい。
委員 ・コロナ関連などで⾃粛するような事業者はいないか。
建設⽔道部⻑ ・予定通り発注する。建築の⼀部で資材が中国からはいらない。

　現場は3密を避ける安全対策を講じている。
議事2　その他について

(3）⽔道料⾦及び下⽔道使⽤料の6⽉分の減免について
上下⽔道課⻑ ・　6⽉減免について　　68件（宿泊施設12件・飲⾷店56件）

減免額　約90万円
質疑　　特になし。

閉会挨拶
11:27　　閉会
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